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　2020年度は4月の新型コロナウイルス感染対策特別措置法
に基づく緊急事態宣言の発出に始まり、コロナ禍で日本と世界
中の人々がこれまでに経験したことのないウイルス感染症の怖
さを思い知らされました。日本はコロナ終息の見通しがまった
く立たないまま2021年度に入りました。4月はCOVID-19感
染拡大の第４波に入りましたが、ウイルスは変異株に置き換わ
りつつあり、感染力が増したうえに発症から重篤化までの期間
が速くなり、基礎疾患のない若年層でも重症化する例が増えて
いるなど、新たな局面を迎えています。既に都市部では、
PCR検査で陽性が確認され、発症していても病院に入院する
どころか、軽症者のための宿泊療養施設（自治体が用意したホ
テル等）にも入ることができない状況となっています。1年前
の緊急事態宣言が出された頃は、日本の医学や医療は高度なレ
ベルにあるからすぐにワクチンや医薬品が開発されて1年後に
は終息しているだろうと安易に考えていたのは私だけでしょう
か？ Go to トラベルやGo toイートなど、コロナ禍のまった
だ中で行われた政府の事業は経済を止めるわけにもいかなかっ
た事情も理解できますが、国民の気の緩みにつながり、今の状
況に至ってしまったのかなと感じます。さらに日本はワクチン
開発能力では後進国であったという事実にも驚きました。この

ような状況の下、朝日大学病院の皆様は従来の医療を継続しな
がらCOVID-19感染症対応にも日々最前線で奮闘されていま
す。PDI,医科歯科医療センターの事業所の皆様もしかりです。
また、穂積事業所の教職員の皆様もコロナ禍にあっても学生の

「学び」を止めてはならないと今できる最善の教育や業務をこな
しています。このように「ながら会」会員の皆様が日々奮闘され
ているにもかかわらず、例年開催してきました「ながら会」総会・
懇親会は、法人役員様ならびに皆様の安全を第一に考えて夏季、
冬季ともに中止せざるをえませんでした。そのため、この第
37号の会報では表紙頁のみこれまでの懇親会の写真を載せて
います。そして宮田淳理事長ならびに大友克之学長から「なが
ら会」会員の皆様へのメッセージを頂戴し、掲載いたしました。
また、アメリカのハーバード大学に留学中の飯田幸弘先生（歯
学部）からアメリカのコロナ禍の状況について寄稿をいただき
ました。今しばらくはCOVID-19という鬼を滅する「鬼滅の刃」
となるワクチンの接種を待ちましょう。そして再び「ながら会
懇親会」の場で全員で勝利の祝杯をあげましょう。今後とも皆
様のご健勝を心よりお祈り申し上げます。

令和3年3月31日
滝川俊也（歯学部）

な がら 会 新 入 会 員な がら 会 新 入 会 員
所属 教職員氏名

法学部 小　出　隼　人

法学部 若　山　典　生

法学部 三　上　佳　佑

法学部 二　見　絵里子

経営学部 山　田　雄　治

歯学部 梶　本　京　子

歯学部 中　村　文　彦

歯学部 上　田　拓　範

歯学部 清　水　雄　太

歯学部 林　　　櫻　子

歯学部 佐　藤　　　匠

歯学部 伊　藤　宏　衣

歯学部 岩　尾　　　慧

歯学部 長　瀬　春　奈

歯学部 羽　田　未奈子

歯学部 石　黒　　　純

保健医療学部 看護学科 水　越　秋　峰

保健医療学部 看護学科 木　村　暢　男

留学生別科 新　井　克　之

歯科衛生士専門学校 松　本　沙　織

歯科衛生部 井　原　和　美

歯科衛生部 栗　山　陽　菜

所属 教職員氏名

歯科衛生部 市　川　友　香

歯科衛生部 松　尾　実乃里

歯科衛生部 政　綱　彩　香

歯科衛生部 藤　田　万由奈

歯科衛生部 石　木　優　衣

歯科衛生部 江　川　七　海

歯科衛生部 矢　野　帆乃佳

歯科衛生部 橋　口　　　葵

歯科衛生部 山　本　綾　子

歯科衛生部 市　川　清　香

歯科衛生部 臼　井　梨　乃

歯科衛生部 八　木　はるき

歯科衛生部 鈴　木　夏　奈

歯科衛生部 阿　部　羽　蘭

歯科衛生部 松　田　晴　加

歯科衛生部 森　島　亜　未

歯科衛生部 深　尾　侑　加

歯科衛生部 岩　本　実　柚

歯科衛生部 安　田　奈　央

歯科衛生部 牧　野　　　桜

歯科衛生部 西　田　佳　奈

歯科衛生部 竹　内　詩　織

所属 教職員氏名

PDI 古　澤　なつき

PDI 堀　江　千　里

PDI 梅　田　麻　衣

PDI 古　澤　なつき

事務局 白　塚　元　久

呼吸器内科 石　垣　裕　敏

脳神経内科 大　倉　睦　美

外科 田　中　秀　典

乳腺外科 北　澤　　　舞

脳神経外科 熊　谷　昌　紀

整形外科 池　田　亮　介

整形外科 吉　田　和　樹

頭頸部外科、耳鼻咽喉科 松　塚　　　崇

初期臨床研修医 丹　羽　みちる

初期臨床研修医 坪　井　雅　敬

初期臨床研修医 西　山　　　壮

初期臨床研修医 石　塚　直　太

初期臨床研修医 竹　内　健　太

歯科・歯科口腔外科 谷　口　裕　重

歯科・歯科口腔外科 渡　邉　一　弘

薬剤部 吉　村　望　来

臨床検査部 岡　崎　理　江

所属 教職員氏名

臨床検査部 山　田　彩　椰

臨床検査部 村　木　久　恵

リハビリテーション部 鹿　野　加奈恵

看護部 小　島　　　桜

看護部 伊　藤　美　香

看護部 久　瀨　茉里乃

看護部 山　下　知　恵

看護部 永　田　小　稀

看護部 足　立　知　里

看護部 田　中　麻　鈴

看護部 澁　谷　早　紀

看護部 白　木　晴　菜

看護部 藤　原　未　来

看護部 辻　本　咲　里

看護部 小　谷　さやか

管理課 尾　方　亜　紀

医事一課 鈴　木　英　里

薬剤部 飯　沼　朝　路

医事一課 岨　野　ほずえ

管理課 矢　野　京　子
（敬称略、順不同）
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ながら会 会ながら会 会員の皆さまへ員の皆さまへ

　

朝
日
大
学
職
員
協
議
会
な
が
ら
会
会
員
の
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
か
ら
教
育
・

研
究
・
診
療
等
に
お
け
る
本
学
の
諸
活
動
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症（C

O
V

ID
-19

）の
感
染
拡
大
に
伴
い
、

学
内
諸
行
事
を
制
限
す
る
こ
と
と
な
り
、
入
学

式
や
卒
業
式
の
学
部
・
学
科
別
開
催
、
遠
隔
授

業
の
実
施
な
ど
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
に
行
わ
れ

て
い
た
活
動
を
大
き
く
変
更
す
る
１
年
と
な
り

ま
し
た
。
な
が
ら
会
に
お
き
ま
し
て
も
夏
季
、

冬
季
の
総
会
・
懇
親
会
に
つ
き
ま
し
て
も
中
止

せ
ざ
る
を
得
ず
、
大
変
残
念
な
年
と
な
り
ま
し

た
。
総
会
は
、
会
員
が
一
堂
に
会
し
、
懇
親
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
る
唯
一
の
機
会
で
あ
り
ま

す
の
で
、
感
染
が
落
ち
着
き
、
再
度
こ
う
し
た

機
会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
こ
と
を
心
待

ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
見
え
な
い
脅
威
の
中
で
、
日
々
教
育
・

研
究
活
動
、
地
域
医
療
活
動
に
従
事
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
、
深
甚
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

２
０
２
１
年
は
、
本
学
が
１
９
７
１
年
に
岐

阜
歯
科
大
学
と
し
て
開
学
し
て
か
ら
50
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
本
来
で
あ
り
ま
し
た
ら
、
記
念

祝
賀
会
を
開
催
し
て
、
教
職
員
、
卒
業
生
、
関

係
者
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
お
祝
い
い
た
だ
く
こ

と
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し

て
も
改
め
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

状
況
を
見
定
め
て
、
開
催
時
期
に
つ
い
て
検
討

し
て
参
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、感
染
予
防
や
活
動
の
制
限
な
ど
、

多
く
の
困
難
の
中
で
業
務
に
従
事
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
法
人
と
し
ま
し
て
も
、教
育
、

診
療
等
に
お
け
る
安
心
・
安
全
な
就
業
環
境
を

目
指
し
て
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

　

本
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
国
際
未
来
社

会
を
切
り
開
く
社
会
性
と
創
造
性
、
そ
し
て
、

人
類
普
遍
の
人
間
的
知
性
に
富
む
人
間
の
育

成
」
の
具
現
化
に
向
け
て
、
な
が
ら
会
会
員
の

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
健

康
に
十
分
注
意
い
た
だ
き
、
一
致
団
結
し
て
こ

の
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
を
心
か

ら
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　

朝
日
大
学
職
員
協
議
会
な
が
ら
会
会
報
の
発

刊
に
あ
た
り
、
学
長
と
し
て
ご
挨
拶
を
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
１
月
16
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症（C

O
V

ID
-19

）の
国
内
初
の
感
染

者
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
、
感
染
者
数
は
増
加
の

一
途
を
た
ど
り
、
４
月
の
緊
急
事
態
宣
言
を
発

出
す
る
に
至
り
、
私
た
ち
の
日
常
は
大
き
く
変

化
を
し
ま
し
た
。
マ
ス
ク
着
用
や
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
と
い
っ
た
三
密
回
避
は
も
と
よ

り
、
大
学
に
お
い
て
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
の
遠

隔
授
業
の
完
全
導
入
や
、
対
面
で
の
実
習
等
の

見
直
し
に
伴
い
、
学
修
環
境
を
大
き
く
変
更
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
大
学
病
院
、
医
科
歯
科
医
療
セ
ン

タ
ー
、Ｐ
Ｄ
Ｉ
岐
阜
歯
科
診
療
所
に
お
い
て
は
、

感
染
予
防
や
ご
自
身
の
体
調
管
理
の
徹
底
を
お

願
い
す
る
と
と
も
に
、
特
に
大
学
病
院
は
、
地

域
の
感
染
症
指
定
病
院
で
は
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
県
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
多
く
の
感
染

者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ピ
ー

ク
時
に
は
20
名
を
超
え
る
入
院
患
者
の
治
療
に

あ
た
る
な
ど
、
大
き
な
ご
負
担
を
お
か
け
し
ま

し
た
。

　

ま
た
昨
年
夏
か
ら
冬
に
か
け
て
学
生
間
で
も

感
染
が
拡
が
り
、
医
科
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー
、

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て
学
生
生
活
を
担

当
す
る
事
務
職
員
が
連
携
し
て
、
機
動
的
に
対

応
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
対

応
に
際
し
て
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
教
職

員
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
朝
日
大
学
は
、
そ
の
前
身
で
あ
る
岐

阜
歯
科
大
学
の
創
立
か
ら
数
え
、
本
年
で
50
周

年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
先
人
の
足

跡
を
振
り
返
っ
て
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、
次

の
50
年
を
創
造
す
る
1
年
と
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
私
ど
も
が
取
り
組
ん
で

き
た
地
域
社
会
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、

創
立
者
宮
田
慶
三
郎
先
生
が
遺
さ
れ
た
「
私
た

ち
は
常
に
未
来
か
ら
の
挑
戦
を
受
け
て
い
る
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
心
に
刻
み
、
引
き
続
き

「
学
生
の
学
び
を
止
め
な
い
」、「
地
域
医
療
を

守
る
」こ
と
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
本
学
の
更
な
る
発

展
に
向
け
て
、
ど
う
か
ご
支
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

理事長

宮田　淳
学長

大友克之
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な
が
ら
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
日
々
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
朝
日
大
学　

歯
学
部　
口
腔
病
態
医
療
学
講
座　
歯
科
放
射
線
学
分

野
の
飯
田
幸
弘
で
す
。
２
０
１
９
年
12
月
12
日
よ
り
、

ア
メ
リ
カ
・
ボ
ス
ト
ン
都
市
圏
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
と

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
総
合
病
院
に
所
属
し
て
海
外
研
修

を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
研
修
状
況
に
つ
い
て
報
告
申
し
上
げ

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
渡
米
後
、
３
か
月
経
過
し
た
と
こ

ろ
で
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
巻
き
込
ま
れ

ま
し
た
。こ
の
未
曽
有
の
事
態
に
対
抗
す
る
に
際
し
て
、

ア
メ
リ
カ
で
の
状
況
を
報
告
す
る
こ
と
は
、
日
本
に
お

け
る
対
策
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
狭
い
範
囲

の
、
ま
た
、
個
人
の
体
験
で
す
の
で
、
誤
り
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ボ
ス
ト
ン
近
郊
に
お
け
る
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ボ
ス
ト
ン
で
の
最
初
の
感
染
者
の
報
告
を
見
た
の

は
意
外
に
早
く
、
２
０
２
０
年
２
月
初
旬
の
ネ
ッ
ト

ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
全
土
で
は
１
月
20
日
頃

で
あ
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
当
時
、
日
本
で
は
既

に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ニ
ュ
ー
ス
で
持
ち
切
り

で
あ
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
ボ
ス
ト
ン
近
辺
で

は
、
と
り
わ
け
騒
が
れ
る
よ
う
な
こ
と
に
も
な
ら
ず
、

対
岸
の
火
事
の
よ
う
な
感
覚
で
お
り
ま
し
た
。
３
月
に

入
る
頃
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
非
常
事
態
宣
言
が
出

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
職
場
で
も
話
題
に
出
る
よ

う
に
な
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
こ
の
頃
に
は
米
国

で
も
緊
張
感
が
高
ま
り
、
２
０
２
０
年
３
月
13
日（
金
）

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
の
渡
航
禁
止
措
置
が

公
共
交
通

　
制
限
が
強
い
時
期
は
本
数
を
減
ら
し
て
運
行
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
防
ぐ
た

め
に
、
利
用
者
が
運
転
手
に
近
寄
れ
な
い
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
運
転
手
の
横
に
あ
る
料
金

箱
に
近
づ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
結
果
と
し
て
無
料
で
バ

ス
を
利
用
で
き
る
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。地
下
鉄
で
も
、

地
上
運
行
さ
れ
て
い
る
領
域
は
同
様
の
事
象
が
起
き
て

い
ま
し
た
。
公
共
交
通
の
不
採
算
部
門
の
削
減
が
提
案

さ
れ
、
反
対
す
る
住
民
と
の
間
で
議
論
が
起
き
て
い
る

よ
う
で
す
。

飲
食
店

　
店
内
で
の
飲
食
を
禁
止
し
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
、
あ
る

い
は
配
送
の
み
行
う
飲
食
店
が
増
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

店
先
の
道
路
に
テ
ー
ブ
ル
を
設
置
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
店
舗
が
増
え
て
い
ま
す
。
狭
い
範
囲
の
経
験
で

す
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
日
本
食
を
扱
う
レ
ス
ト
ラ
ン

で
は
店
内
飲
食
可
能
な
店
舗
が
多
か
っ
た
印
象
で
す
。

店
内
飲
食
可
能
な
店
で
は
、
座
席
に
一
定
の
間
隔
で
利

用
不
可
の
表
示
を
行
い
、
州
政
府
が
指
定
す
る
利
用
率

を
厳
守
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
原
稿
の
執

筆
時
点
で
は
、
定
員
の
25
％
に
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

飲
食
と
は
関
係
な
く
、
屋
外
で
10
名
、
屋
内
で
６
名
ま

で
し
か
集
会
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
食
事
は
１
度
に
同
じ

グ
ル
ー
プ
で
６
名
ま
で
し
か
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

実
行
さ
れ
ま
し
た
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
総
合
病
院
に

お
い
て
も
３
月
16
日（
月
）か
ら
在
宅
勤
務
が
推
奨
さ

れ
、
職
場
が
ガ
ラ
ガ
ラ
に
な
り
ま
し
た
。
実
際
に
は
、

私
が
知
ら
な
い
だ
け
で
、
様
々
な
検
討
が
さ
れ
て
い
た

と
思
い
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
現
地
で
の
肌
感
覚
と
し
て

は
、
急
転
直
下
で
事
態
が
動
い
た
印
象
で
す
。

　
そ
の
後
、外
出
制
限
、飲
食
店
営
業
規
制
、公
園
閉
鎖
、

信
号
の
押
し
ボ
タ
ン
使
用
禁
止
、
公
共
交
通
機
関
の
本

数
減
少
、学
校
の
閉
鎖・遠
隔
講
義
へ
の
移
行
、博
物
館
、

美
術
館
、
音
楽
ホ
ー
ル
等
の
閉
鎖
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
間
、
ス
ー
パ
ー
か
ら
は
一
部
の
食
料
品
が
品

薄
に
な
り
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
無
く
な
り
ま

し
た
。
５
月
に
は
１
日
あ
た
り
の
死
者
数
が
２
０
０
名

近
く
に
も
達
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
州
の
人
口
は
日
本
の
20
分
の
１
程
度
で
す
。
ま

た
、
10
万
人
あ
た
り
の
感
染
者
数
が
１
１
０
０
名
と
全

米
で
も
３
番
目
に
被
害
が
大
き
い
州
と
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
第
１
波
の
ピ
ー
ク
後
、
患
者
数
の
減
少
と
と
も
に

制
限
が
緩
や
か
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
す
が
、
執
筆

時
の
現
在
も
、
程
度
を
変
え
て
何
ら
か
の
行
動
制
限
が

一
度
も
解
除
さ
れ
る
こ
と
な
く
継
続
し
て
い
ま
す
。

　
以
下
、
個
人
の
経
験
や
雑
感
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ア

メ
リ
カ
国
内
の
状
況
に
つ
い
て
列
挙
い
た
し
ま
す
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

　
食
料
品
店
、
薬
局
、
役
所
な
ど
、
人
が
集
ま
る
場
所

に
は
必
ず
６
フ
ィ
ー
ト（
約
１
８
０
㎝
）間
隔
の
表
示
が

あ
り
、人
と
距
離
を
保
つ
こ
と
が
徹
底
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

　
ボ
ス
ト
ン
都
市
圏
に
お
い
て
、
最
初
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
朝
日
大
学
と
姉
妹
提
携
を
結
ん
で
い
る
タ
フ
ツ
大

学
の
医
療
従
事
者
で
し
た
。
２
０
２
０
年
12
月
15
日

（
火
）に
最
初
の
接
種
を
受
け
た
方
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が

ロ
ー
カ
ル
局
で
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
直
後
の
時
期

に
、
ア
メ
リ
カ
政
府
関
係
者
の
接
種
が
開
始
さ
れ
た
と

ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
て
お
り
ま
す
。
バ
イ
デ
ン
次
期
大

統
領（
当
時
）が
接
種
し
た
際
は
生
中
継
さ
れ
ま
し
た
。

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
政
府
の
サ
イ
ト
で
は
、
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
本
数
、
第
１
層
の
接
種
対
象
者
の
条
件
、

優
先
順
位
、
手
続
き
方
法
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
１
月
21
日
の
時
点
で
は
、
累
計
で
約
36
万

本
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ァ
イ

ザ
ー
社
製（
約
20
万
本
）と
モ
デ
ル
ナ
社
製（
約
38
万
本
）

の
ワ
ク
チ
ン
が
納
入
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
日
が
浅

い
こ
と
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
一
般
的
な
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
副
作
用
以
外
の
、
目
立
っ
た
副
作
用
の
報
告
を

見
つ
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

終
わ
り
に

　
２
０
２
１
年
１
月
21
日
時
点
で
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
州
の
第
２
波
は
収
束
に
向
か
い
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

新
規
感
染
患
者
数
は
３
０
０
０
、
死
者
は
60
を
超
え
て

い
ま
す（
い
ず
れ
も
一
週
間
の
平
均
値
）。
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
開
始
さ
れ
た
と
は
い
え
、
い
ま
だ
予
断
を
許
さ
ぬ

状
況
で
す
。
日
本
と
ア
メ
リ
カ
は
遠
く
離
れ
て
い
ま
す

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
に
よ
っ
て
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
意
思
疎
通
が
で
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関

し
て
も
、
情
報
を
共
有
し
、
一
丸
と
な
っ
て
難
局
を
乗

り
越
え
る
日
が
早
く
来
る
の
を
願
っ
て
い
ま
す
。

マ
ス
ク

　
ア
メ
リ
カ
に
は
マ
ス
ク
を
す
る
文
化
が
無
く
、
着
用

し
て
い
る
と
余
程
の
重
病
人
と
認
識
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
政
府
が
着
用
を
推
奨
し
た
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
人

が
マ
ス
ク
を
装
着
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
体
感
で

は
９
９・９
％
の
方
が
着
用
し
て
い
ま
す
。

往
来
の
制
限

　
他
州
へ
往
来
す
る
場
合
、
事
前
に
ネ
ッ
ト
経
由
で
旅

程
を
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
怠
っ
た
場
合
、
罰

金
を
取
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
本
稿
の

執
筆
時
点
で
は
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
へ
移
動
し
た

者
は
２
週
間
の
自
己
隔
離
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

景
気

　
２
０
２
０
年
９
月
頃
と
記
憶
し
て
い
ま
す
が
、
テ
レ

ビ
が“
歯
科
医
院
が
医
療
報
酬
を
引
き
上
げ
た
”と
報
道

し
て
い
ま
し
た
。同
時
期
、住
民
の
立
ち
退
き
が
始
ま
っ

た
り
、
学
校
の
ス
タ
ッ
フ
が
雇
用
を
一
時
凍
結
さ
れ
る

な
ど
、
不
景
気
を
思
わ
せ
る
報
道
が
多
か
っ
た
で
す
。

治
安

　
５
月
初
旬
に
在
ボ
ス
ト
ン
日
本
国
領
事
館
か
ら
、
強

盗
、
閑
散
と
し
た
道
路
で
の
速
度
超
過
、
そ
の
他
犯
罪

が
増
え
て
い
る
の
で
、
よ
り
警
戒
を
促
す
メ
ー
ル
が
届

き
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
人
が
迫
害
を
受
け
て
い
る
、
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
ま
し
た
が
、
私
の
知
っ
て
い
る
範

囲
で
の
日
本
人
が
被
害
を
受
け
た
ケ
ー
ス
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
た
だ
、
略
奪
を
警
戒
し
て
窓
ガ
ラ
ス
に
ベ

ニ
ヤ
を
貼
り
付
け
た
店
は
多
数
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

歯
学
部
・
口
腔
病
態
医
療
学
講
座
・

歯
科
放
射
線
学
分
野
・
講
師

飯
田 

幸
弘

留
学
体
験
記

ア
メ
リ
カ
・
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
に
お
け
る

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
事
情

左
画
像
は
ボ
ス
ト
ン
生
ま
れ
で
、
ア
メ
リ
カ
独
立
前
の
時

代
に
著
名
な
画
家
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ン
・
シ
ン
グ
ル
ト
ン
・

コ
プ
リ
ー
の
像
で
す
。
マ
ス
ク
を
装
着
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
右
画
像
は
ボ
ス
ト
ン
科
学
博
物
館
前
の
テ
ィ
ラ
ノ

ザ
ウ
ル
ス
の
像
で
す
。
同
じ
よ
う
に
マ
ス
ク
を
装
着
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
手
間
暇
と
お
金
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
マ

ス
ク
装
着
の
啓
蒙
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

街
中
の
信
号
機
の
ボ
タ
ン
に
貼
ら
れ
た“
押
し
ボ
タ
ン
を
使

わ
な
い
”注
意
書
き
。
他
に
も
公
園
が
立
ち
入
り
禁
止
の
黄

色
い
テ
ー
プ
で
封
鎖
さ
れ
た
り
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
総

合
病
院
で
は
自
動
ド
ア
の
導
入
・
水
道
や
手
洗
い
の
水
や

液
体
石
鹼
に
セ
ン
サ
ー
が
使
用
さ
れ
る
な
ど
、
接
触
を
禁

じ
る
措
置
が
徹
底
し
て
講
じ
ら
れ
ま
し
た
。
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ながら会ながら会

2018/3/4　朴ノ木平スキー場　チャンピオンコース起点

2019/1/27　朴ノ木平スキー場　クワッドリフト乗り場下にて

ス
キ
ー
同
好
会

【 

連
絡
先 

】

住す
み

友と
も

伸し
ん

一い
ち

郎ろ
う

（
会
長
）

（
歯
学
部
・
口
腔
外
科
学
分
野
）

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
同
好
会

【 

連
絡
先 

】

後ご 

藤と
う 

洋よ
う 

一い
ち

（
会
長
）

（
朝
日
大
学
病
院
・

  

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
）

グ
に
精
を
出
す
玄
人
衆
や
一
晩

中
、
温
泉
に
入
り
つ
つ
星
を
眺

め
る
と
い
う
、
風
流
な
会
員
も

い
る
よ
う
で
す
。

　

２
日
目
は
朝
か
ら
ス
キ
ー
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
存
分
に
楽
し

め
ま
す
。
温
暖
化
で
雪
が
少
な

く
な
っ
た
と
は
い
え
、
奥
飛
騨

で
す
。新
雪
、パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー

を
満
喫
す
る
チ
ャ
ン
ス
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を

満
喫
し
た
後
は
ゲ
レ
ン
デ
に
併

設
さ
れ
る
温
泉「
宿
儺
の
湯
」に

ゆ
っ
く
り
と
浸
か
り
、
冷
え
た

体
を
暖
め
日
頃
の
疲
れ
を
癒
す

こ
と
も
出
来
ま
す
。
毎
年
恒
例

の
こ
と
で
す
が
、
ス
キ
ー
後
の

温
泉
は
最
高
で
す
！
体
の
芯
か

ら
本
当
に
温
ま
り
ま
す
。
そ
し

て
、
帰
り
は
ビ
ー
ル
を
片
手
に

ゆ
っ
く
り
と
バ
ス
で
帰
宅
す
る

…
。
と
て
も
幸
せ
で
す
！

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
緊
急
事

態
宣
言
も
発
令
さ
れ
、
例
年
の

よ
う
に
ツ
ア
ー
を
催
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年

は
、
ワ
ク
チ
ン
な
ど
も
い
き
わ

た
り
、
安
心
・
安
全
が
確
立
で

き
た
う
え
で
、
皆
様
に
満
足
い

た
だ
け
る
よ
う
な
ツ
ア
ー
を
企

画
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

な
が
ら
会
会
員
の
皆
様
の
ご
参

加
を
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
！

　

な
が
ら
会
ス
キ
ー
同
好
会
と

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
同
好
会
で
は
、

合
同
で
毎
年
、
冬
期
シ
ー
ズ
ン

の
土
日
に
、
１
泊
２
日
で
「
雪

の
ゲ
レ
ン
デ
と
身
も
心
も
温
ま

る
温
泉
を
楽
し
む
ツ
ア
ー
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
数
年
は
、
奥
飛
騨
最
大

の「
ほ
う
の
き
平
ス
キ
ー
場
」と

焼
岳
が
一
望
で
き
る
新
平
湯
温

泉「
田
島
館
」を
セ
ッ
ト
に
し
た

合
同
ツ
ア
ー
が
恒
例
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

例
年
、
土
曜
日
の
診
療
が
終

わ
っ
て
か
ら
出
か
け
ま
す
か

ら
、
土
曜
日
は
休
め
な
い
と
い

う
会
員
の
皆
様
で
も
参
加
可

能
で
す
。
貸
し
切
り
バ
ス
を

チ
ャ
ー
タ
ー
し
、
会
員
の
皆
様

に
は
ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
い
で

も
ら
い
つ
つ
、
宿
へ
と
向
か
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
バ
ス
の
内

で
は
早
々
に
酒
宴
も
催
さ
れ
、

明
日
の
滑
り
を
期
待
し
て
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
す
。
宿
に
着

く
や
早
々
、
源
泉
か
け
流
し
の

露
天
風
呂
に
浸
か
り
、
飛
騨
牛

や
岩
魚
が
メ
イ
ン
の
料
理
を
あ

て
に
飛
騨
の
銘
酒
を
堪
能
し
、

ほ
ろ
酔
い
気
分
で
、
明
日
の
滑

り
に
備
え
て
早
め
に
就
寝
す
る

人
が
多
い
で
す
が
、
ワ
ク
シ
ン

　

昨
年
は
11
月
15
日（
日
）に
８

名
で
沖
に
出
ま
し
た
。
天
気
も

良
い
、
風
も
穏
や
か
、
た
く
さ

ん
釣
れ
そ
う
な
雰
囲
気
を
感
じ

な
が
ら
師
崎
港
か
ら
朝
７
時
に

出
船
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
ア
ジ

と
い
う
魚
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
？
も
ち
ろ
ん
知
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
お
弁
当
の
ア
ジ

フ
ラ
イ
や
干
物
な
ど
の
イ
メ
ー

ジ
か
ら
、
15
㎝
か
ら
25
㎝
ぐ
ら

い
の
サ
イ
ズ
の
魚
だ
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？
ス
ー
パ
ー
な
ど

で
ア
ジ
と
し
て
売
ら
れ
て
い
る

も
の
の
ほ
と
ん
ど
は
、
マ
ア
ジ

と
呼
ば
れ
る
ア
ジ
科
の
代
表
的

な
魚
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
マ

ア
ジ
、
実
は
30
㎝
ぐ
ら
い
か
ら

大
き
い
も
の
に
な
る
と
50
㎝
を

超
え
て
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
ん
な
マ
ア
ジ

と
、
ハ
マ
チ
、
真
鯛
を
狙
っ
て

の
釣
行
で
す
。
餌
は
ア
カ
シ
ャ

エ
ビ
を
使
用
し
ま
す
。
エ
ビ
で

鯛
を
釣
る
、
だ
け
で
は
足
り
ず

エ
ビ
で
鯛
も
ハ
マ
チ
も
マ
ア
ジ

も
釣
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
さ

て
、
こ
の
大
型
の
マ
ア
ジ
で
す

が
、
真
鯛
や
ハ
マ
チ
と
大
き
く

違
う
の
が
、
口
の
周
り
の
柔
ら

か
さ
で
す
。
上
ア
ゴ
や
下
ア
ゴ

は
そ
う
で
も
な
い
の
で
す
が
、

口
の
両
サ
イ
ド
は
か
な
り
柔
ら

か
く
、
こ
こ
に
針
が
掛
か
る
と

せ
っ
か
く
針
を
掛
け
た
の
に
口

が
切
れ
て
針
が
外
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
バ

レ
る
と
言
い
ま
す
が
、
バ
レ
る

原
因
は
、
リ
ー
ル
を
巻
き
上
げ

る
力
が
強
す
ぎ
た
り
、
リ
ー
ル

で
巻
き
上
げ
て
く
る
途
中
で
暴

れ
ら
れ
た
り
、
竿
先
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
船
の
揺
れ
や
マ
ア
ジ

の
引
き
に
合
わ
な
か
っ
た
り
と

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
苦
労
し

て
慎
重
に
リ
ー
ル
を
巻
き
上
げ

て
き
た
最
後
の
最
後
、
釣
り
上

げ
る
直
前
に
口
が
切
れ
て
バ
レ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
分
、
口
ま
わ
り
が
し
っ
か

り
し
て
い
て
多
少
強
引
な
巻
き

上
げ
で
も
バ
レ
る
こ
と
が
少
な

い
ハ
マ
チ
や
真
鯛
に
比
べ
て
、

ゲ
ー
ム
性
が
高
い
面
白
い
タ
ー

ゲ
ッ
ト
で
も
あ
り
ま
す
。

　

途
中
、
予
定
外
の
雨
が
降
る

場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
概
ね

晴
天
の
も
と
釣
り
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
40
㎝
オ
ー

2020/1/26　田島館前にて

ス
キ
ー
同
好
会
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
同
好
会

釣 

り 

同 

好 

会

同同好好会会だだよよりり

バ
ー
の
マ
ア
ジ
も
ひ
と
り
一
尾

は
行
き
渡
り
、
真
鯛
・
ハ
マ
チ

と
合
わ
せ
て
50
尾
以
上
の
大
漁

と
な
り
ま
し
た
。
新
鮮
な
魚
が

手
に
入
っ
た
ら
何
は
と
も
あ
れ

ま
ず
は
お
刺
し
身
。
魚
に
限
ら

ず“
大
き
い
＝
美
味
し
い
”と
は

限
り
ま
せ
ん
が
、
今
回
の
大
型

マ
ア
ジ
、
サ
イ
ズ
は
大
き
く
て

も
濃
厚
な
脂
と
旨
味
で
、
食
べ

る
と
口
の
中
で
脂
が
と
ろ
け
る

口
福
な
時
間
を
届
け
て
く
れ
ま

し
た
。

　

釣
竿
や
電
動
リ
ー
ル
が
な
く

て
も
レ
ン
タ
ル
で
き
る
の
で
平

気
で
す
。
釣
っ
た
魚
を
手
ご
ろ

な
価
格
で
捌
い
て
く
れ
る
お
店

も
あ
り
ま
す
。
釣
り
に
は
興
味

が
あ
る
け
ど
道
具
が
な
い
し

釣
っ
た
魚
を
ど
う
し
た
ら
い
い

か
分
か
ら
な
い
、
天
然
物
の
魚

が
食
べ
た
い
け
ど
自
分
で
は
捌

け
な
い
と
い
っ
た
人
で
も
大
丈

夫
で
す
。
気
軽
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

【 

連
絡
先 

】

佐 

合 

克 

幸 

（
就
職
支
援
課
）
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硬
式
テ
ニ
ス
同
好
会 

ド
ラ
イ
＆
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
サ
ー
ク
ル

2017年度大垣市スイトピアセンターにて

芸
術
鑑
賞
同
好
会

　

２
０
２
０
年
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に

よ
り
芸
術
鑑
賞
も
大
き
な
制
約

を
受
け
た
年
で
し
た
。そ
こ
で
、

今
回
は
こ
れ
ま
で
の
企
画
の
う

ち
特
に
参
加
希
望
者
の
多
か
っ

た
も
の
を
、
最
近
の
ト
レ
ン
ド

と
し
て
年
度
別
に
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

２ 

０
１
６
年
度
…
ボ
ス
ト
ン
美

術
館
所
蔵　

俺
た
ち
の
国
芳

わ
た
し
の
国
貞（
名
古
屋
ボ

ス
ト
ン
美
術
館
）

２ 

０
１
７
年
度
…
ボ
ス
ト
ン
美

術
館
名
品
展　

ボ
ス
ト
ン
美

術
館
の
至
宝
展（
名
古
屋
ボ

ス
ト
ン
美
術
館
）

２ 

０
１
８
年
度
…
至
上
の
印
象

派
ビ
ュ
ー
ル
レ
・
コ
レ
ク

シ
ョ
ン（
名
古
屋
市
美
術
館
）

２ 

０
１
９
年
度
…
名
古
屋
能
楽

堂　

九
月
定
例
公
演（
名
古

屋
能
楽
堂
）

　

 　

中
部
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

交
響
楽
団
岐
阜
特
別
ニ
ュ
ー

イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

音
楽

の
福
袋（
Ｏ
Ｋ
Ｂ
ふ
れ
あ
い

会
館
・
サ
ラ
マ
ン
カ
ホ
ー
ル
）

　

 　

コ
ー
ト
ー
ル
ド
美
術
館
展

　

魅
惑
の
印
象
派（
愛
知
県

美
術
館
）

　

い
ず
れ
も
各
年
度
の
参
加

　

硬
式
テ
ニ
ス
同
好
会
で
は
、

２
０
１
９
年
度
ま
で
は
月
１
～

２
回
ほ
ど
岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル
セ

ン
タ
ー
内
の
長
良
川
テ
ニ
ス
プ

ラ
ザ
に
て
練
習
会
を
開
催
し
て

お
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
２
０
２
０
年
度
は
４
月
当

初
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
伴
う
緊
急
事
態

宣
言
が
出
さ
れ
、
し
ば
ら
く
練

習
の
で
き
な
い
日
々
が
続
き
ま

し
た
。
最
初
の
緊
急
事
態
宣
言

が
終
わ
り
、
第
２
波
が
落
ち
着

い
た
頃
を
見
計
ら
い
、
９
～
11

月
に
か
け
て（
感
染
対
策
を
十

分
に
行
っ
た
上
で
）練
習
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
第
3
波

と
と
も
に
二
度
目
の
緊
急
事

態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
た
め
、

２
０
２
０
年
度
の
活
動
を
終
了

い
た
し
ま
し
た
。

　

練
習
で
き
た
の
は
短
い
期
間

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
で
は
初
心
者
か
ら
経
験

者
ま
で
、
み
ん
な
で
楽
し
く
テ

ニ
ス
を
通
し
て
親
睦
を
深
め
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
コ
ー
ト
サ

イ
ド
の
ベ
ン
チ
で
は
、
テ
ニ
ス

談
義
や
世
間
話
に
花
を
咲
か
せ

て
お
り
ま
す
。
運
動
す
る
機
会

が
圧
倒
的
に
減
っ
た
中
で
、
本

同
好
会
の
活
動
は
心
身
と
も
に

　

活
動
は
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
作

品
の
テ
ー
マ
を
決
め
て
、
年
に

４
～
５
回
×
２
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
２
０
２
０
年
度
は

C
O

V
ID

-19

感
染
症
の
蔓
延
と

い
う
未
曽
有
の
事
態
と
な
り

活
動
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、

少
々
落
ち
着
い
た
時
期
に
以
下

の
２
つ
の
テ
ー
マ
で
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
度
の
活
動
内
容

第 

１
回
：
「
花
器
類
大
放
出
・

年
末
年
始
の
花
飾
り
」

　

 　

リ
ー
ス
ベ
ー
ス
他
、
他
の

企
画
の
た
め
に
用
意
し
て
い

た
花
器
も
大
放
出
し
、
プ
リ

ザ
も
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
作
製
し
ま

し
た
。

第 

２
回
：
「
プ
リ
ザ
た
っ
ぷ
り

贅
沢
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
！
」

　

本
年
度
の
活
動
の
た
め
に
用

意
し
た
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ

ワ
ー
を
贅
沢
に
使
っ
て
ハ
ー
バ

リ
ウ
ム
を
作
製
し
ま
し
た
。
こ

の
回
で
は
、
都
合
で
当
日
参
加

で
き
な
い
会
員
に
も
ハ
ー
バ
リ

ウ
ム
を
お
配
り
す
べ
く
当
日
参

加
者
が
た
く
さ
ん
作
製
し
ま
し

た
。

　

本
会
は
プ
ロ
の
指
導
を
受
け

る
な
ど
の
本
格
的
な
も
の
で
は

な
く
、「
見
様
見
ま
ね
で
楽
し

む
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て

お
り
ま
す
。
活
動
は
土
曜
日
の

午
後
と
な
り
ま
す
の
で
ご
都
合

が
つ
か
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
本
年
度

第
2
回
の
よ
う
に
会
員
の
皆
様

に
作
品
を
お
渡
し
す
る
機
会
を

設
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
花

が
お
好
き
な
方
、
ご
興
味
が
お

あ
り
の
方
、
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

希
望
者
ト
ッ
プ
の
企
画
で
す
。

（
２
０
１
９
年
度
は
三
企
画
が

参
加
者
同
数
）様
々
な
企
画
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
皆
で
楽
し
く

参
加
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ

ま
す
。

　

来
年
度
も
で
き
る
限
り
会
員

に
喜
ば
れ
る
よ
う
、
準
備
を
進

め
て
参
り
ま
す
。
新
規
入
会
希

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
す
る
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

硬
式
テ
ニ
ス
同
好
会
へ
の
ご

参
加
は
、
初
心
者
の
方
も
経
験

者
の
方
も
、
大
歓
迎
で
す
。
実

際
に
、
本
同
好
会
へ
の
参
加
を

き
っ
か
け
に
テ
ニ
ス
を
始
め
た

方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
ま
た
、
２
０
２
０
年
度
は

初
心
者
用
に
ラ
ケ
ッ
ト
も
購
入

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
本
同
好

望
、
ご
意
見
ご
質
問
等
に
つ
い

て
は
、
世
話
人
ま
で
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

会
の
ラ
ケ
ッ
ト
を
お
貸
し
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
ご
興
味
を

持
た
れ
た
皆
様
、
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
ま
せ
。
会
員
一

同
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【 

文
責
・
連
絡
先 

】

安あ
ん 

藤ど
う 

美み 

紀き

（
図
書
館
事
務
課
）

【 

文
責
・
連
絡
先 

】

大お
お 

野の 

雄ゆ
う 

太た

（
歯
学
部
・
歯
科
薬
理
学
分
野
）

【 

連
絡
先 

】

川 

木 

晴 

美 

（
歯
学
部
・
基
礎
教
育
系
化
学
　

内
線
：
1
4
1
7
）

第2回活動では当日不参加の皆様にお配りする作品も含めハーバリウムをドド〜ンと作りました。
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「
な
が
ら
会
」会
則

「
な
が
ら
会
」会
則

会
に
議
決
を
委
ね
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
し
、
支
部
幹

事
会
に
お
け
る
議
決
結
果
に

つ
い
て
、
支
部
長
は
速
や
か

に
幹
事
会
に
報
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（3）
支
部
長
は
、
各
支
部
の
幹
事

の
う
ち
か
ら
幹
事
会
で
選
任

す
る
。

（4）
支
部
幹
事
会
の
運
営
に
つ
い

て
は
、
前
条
第
3
項
乃
至
第

5
項
を
準
用
す
る
。

（5）
支
部
長
は
、
当
該
事
業
所
に

つ
い
て
第
4
条
第
1
項
第
3

号
の
任
務
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

【
役
員
の
任
期
】

●
第
12
条

　

幹
事
及
び
監
査
委
員
の
任
期

は
2
年
と
し
、
4
月
1
日
か

ら
翌
々
年
3
月
末
日
ま
で
と

す
る
。
任
期
満
了
直
近
の
総

会
に
お
い
て
改
選
す
る
。
幹

事
及
び
監
査
委
員
は
、
新
た

に
幹
事
及
び
監
査
委
員
が
選

任
さ
れ
る
ま
で
の
間
そ
の
職

務
を
継
続
す
る
権
利
を
有

し
、
義
務
を
負
う
。

2
幹
事
及
び
監
査
委
員
は
、
再

任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
幹
事
に
欠
員
が
生
じ
た
と
き

は
、
第
7
条
に
よ
り
幹
事
の

選
任
を
行
う
。
た
だ
し
、
欠

員
が
当
該
事
業
所
の
幹
事
数

の
3
分
の
1
以
内
の
と
き
は

欠
員
補
充
を
行
わ
な
い
こ
と

が
で
き
る
。
補
欠
の
幹
事
の

任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期

間
と
す
る
。

4
監
査
委
員
に
2
人
以
上
欠
員

が
生
じ
た
と
き
は
、
第
8
条

に
よ
り
監
査
委
員
の
選
任
を

行
う
。

【
総
　
会
】

●
第
13
条

　

総
会
は
、
こ
の
会
則
で
定
め

る
事
項
を
決
議
す
る
。

【
総
会
の
組
織
等
】

●
第
14
条　

　

総
会
は
、
会
員
に
よ
り
こ
れ

を
組
織
す
る
。

2
総
会
は
、
代
表
幹
事
が
招
集

し
、
そ
の
議
長
と
な
る
。

3
総
会
は
、
会
員
の
4
分
の
1

以
上
の
出
席
が
な
け
れ
ば
会

議
を
開
き
、
議
決
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
委
任
状
を
提

出
し
た
者
は
出
席
し
た
も
の

と
み
な
す
。

4
会
員
は
、
代
理
人
に
議
決
権

の
行
使
を
委
任
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
し
、
会
員
以

外
の
者
は
代
理
人
と
な
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

5
総
会
の
議
事
は
、
特
別
の
定

め
の
な
い
限
り
、
出
席
し
た

会
員
の
過
半
数
で
決
す
る
。

【
定
期
総
会
等
】

●
第
15
条　

　

総
会
は
、
定
期
総
会
を
毎
年

12
月
に
開
催
し
、
臨
時
総
会

は
、
幹
事
会
が
必
要
と
認
め

た
と
き
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
会
員
総
数
の
5

分
の
1
以
上
の
会
員
か
ら
要

求
が
あ
っ
た
場
合
、
代
表
幹

事
は
30
日
以
内
に
総
会
を
招

集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
総
会
の
審
議
事
項
】

●
第
16
条　

　

次
の
事
項
は
、
総
会
に
付
議

し
、
そ
の
承
認
を
得
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（1）
事
業
計
画
及
び
予
算

（2）
事
業
報
告
及
び
決
算

（3）
会
員
の
除
名

（4）
会
則
の
改
廃

（5）
そ
の
他
本
会
に
関
す
る
重
要

事
項

【
役
員
の
解
任
】

●
第
17
条　

　

総
会
は
、
役
員
に
著
し
い
非

行
そ
の
他
役
員
と
し
て
ふ
さ

わ
し
く
な
い
行
為
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
出
席
し
た
会
員

の
3
分
の
2
以
上
の
議
決
に

よ
り
、
当
該
役
員
を
解
任
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

【
本
学
と
の
協
議
・
決
定
事
項
】

●
第
18
条　

　

会
員
か
ら
の
意
見
、
要
望
等

の
表
明
、
伝
達
又
は
協
議
が

必
要
な
場
合
、代
表
幹
事
は
、

本
会
を
代
表
し
て
本
学
に
そ

の
意
見
、
要
望
を
伝
達
し
、

ま
た
、
本
学
と
協
議
し
、
代

表
者
間
で
署
名
又
は
記
名
押

印
し
、
協
定
を
締
結
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

2
前
項
の
協
定
書
に
定
め
る
事

項
は
、
原
則
と
し
て
会
員
に

対
し
て
効
力
を
有
し
、ま
た
、

本
会
は
こ
の
協
定
書
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
基
づ
き
、
本
学

に
対
し
て
権
利
を
有
し
、
義

務
を
負
う
。

3
協
定
書
等
に
よ
り
会
員
に
対

し
効
力
の
及
ぶ
事
項
及
び
会

員
に
周
知
す
る
必
要
の
あ
る

事
項
に
つ
い
て
は
掲
示
、
回

覧
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
周

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
本
学
に
対
し
会
員
か

ら
の
意
見
、要
望
等
を
表
示
、

伝
達
す
る
事
項
に
つ
い
て

は
、
相
当
と
認
め
る
方
法
で

会
員
か
ら
意
見
、
要
望
等
を

聴
取
す
る
も
の
と
す
る
。

【
会
員
資
格
の
喪
失
】

●
第
19
条　

　

会
員
は
、
次
の
各
号
に
該
当

し
た
と
き
は
会
員
資
格
を
失

う
。

（1）
本
学
と
の
雇
用
契
約
が
終
了

し
た
と
き

（2）
退
会
届
を
提
出
し
、
受
理
さ

れ
た
と
き

（3）
総
会
に
よ
り
除
名
さ
れ
た
と

き
（4）
第
3
条
第
1
項
に
定
め
る
資

格
要
件
を
失
っ
た
と
き

【
除
　
名
】

●
第
20
条

　

会
員
に
次
の
事
項
に
該
当
す

る
事
由
が
あ
る
と
き
、
総
会

は
当
該
会
員
を
除
名
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

（1）
会
費
の
支
払
い
を
3
か
月
以

上
怠
っ
た
と
き

（2）
そ
の
他
本
会
の
会
員
と
し
て

ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
為
が
あ

っ
た
と
き

【
会
　
計
】

●
第
21
条　

　

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年

4
月
1
日
か
ら
3
月
末
日
ま

で
と
す
る
。

【
会
　
費
】

●
第
22
条　

　

会
費
は
、
月
額
100
円
と
し
、

毎
月
所
定
の
期
日
ま
で
に
納

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
助
　
成
】

【
名
　
称
】

●
第
1
条　

　

本
会
は
、朝
日
大
学
職
員
協

議
会「
な
が
ら
会
」と
称
す
る
。

【
目
　
的
】

●
第
2
条　

　

本
会
は
、
学
校
法
人
朝
日
大

学（
以
下「
本
学
」と
い
う
。）

と
そ
の
職
員
が
、
建
学
の
精

神
に
則
り
、
相
互
に
相
手
方

の
立
場
を
尊
重
し
、
か
つ
、

理
解
と
信
頼
を
深
め
、
本
学

の
発
展
の
た
め
必
要
な
協
力

を
す
る
こ
と
並
び
に
会
員
相

互
の
親
睦
と
会
員
の
福
利
厚

生
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に

会
員
か
ら
本
学
へ
要
望
等
が

あ
る
場
合
、
本
会
が
定
め
た

代
表
者
を
通
じ
て
こ
れ
を
伝

達
し
、
協
議
の
場
を
持
つ
こ

と
等
を
目
的
と
す
る
。

【
会
員
資
格
】

●
第
3
条　

　

本
会
の
会
員
は
、
第
５
条
に

規
定
す
る
事
業
所
に
勤
務
す

る
職
員
で
、
次
の
各
号
に
該

当
す
る
者
と
す
る
。

（1）
穂
積
事
業
所
、
医
科
歯
科
医

療
セ
ン
タ
ー
事
業
所

　

本
学
に
勤
務
す
る
職
員
で
１

年
を
超
え
る
期
間
、
常
時
雇

用
さ
れ
る
者
と
し
、
当
該
職

員
に
は
、
本
学
特
別
契
約
職

員
就
業
規
程
に
基
づ
き
採
用

さ
れ
た
職
員
、
本
学
特
定
契

約
職
員
就
業
規
程
に
基
づ
き

採
用
さ
れ
た
職
員
、
本
学
嘱

託
職
員
規
程
及
び
本
学
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
規
程
に
基
づ
き

採
用
さ
れ
て
い
る
職
員
で
週

４
日
以
上
勤
務
す
る
者
を
含

む
も
の
と
す
る
。

（2）
朝
日
大
学
病
院
事
業
所

　

朝
日
大
学
病
院
職
員
互
助
会

会
員
で
あ
る
者

２
本
学
の
役
員
は
、
会
員
資
格

を
有
し
な
い
も
の
と
す
る
。

３
本
会
へ
の
入
会
は
、
入
会
届

を
第
10
条
に
定
め
る
幹
事
会

に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、

本
会
の
会
員
と
な
る
こ
と
が

で
き
る
。

【
事
　
業
】

●
第
4
条　

　

本
会
は
、
そ
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
次
の
事
業
等
を
行

う
。

（1）
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る

行
事
の
企
画
及
び
実
行
に
関

す
る
こ
と

（2）
会
員
の
勤
務
条
件
及
び
福
利

厚
生
等
に
関
し
て
本
学
に
対

し
意
見
、
要
望
を
表
明
、
伝

達
し
、
ま
た
、
本
学
と
協
議
・

協
定
す
る
こ
と

（3）
労
働
基
準
法
そ
の
他
法
令
に

定
め
る
従
業
員
の「
過
半
数

代
表
者
」と
し
て
の
任
務
を

行
う
こ
と

（4）
そ
の
他
、
本
会
の
目
的
達
成

に
必
要
な
こ
と

2
前
条
の
定
め
に
か
か
わ
ら

ず
、
前
項
第
1
号
に
定
め
る

行
事
に
つ
い
て
は
、
幹
事
会

の
決
定
に
よ
り
会
員
以
外
の

者
の
参
加
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

【
本
部
及
び
支
部
】

●
第
5
条　

　

本
会
は
、
事
務
所（
本
部
）を

朝
日
大
学
内
に
置
く
。

2
本
会
は
、
穂
積
事
業
所
、
医

科
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー
事
業

所
及
び
朝
日
大
学
病
院
事
業

所
に
そ
れ
ぞ
れ
支
部
を
置
く
。

【
役
　
員
】

●
第
6
条　

　

本
会
に
、次
の
役
員
を
置
く
。

（1）
幹
事 

14
名
以
上
21
名
以
内

（2）
監
査
委
員 

3
名
以
内

2
幹
事
の
う
ち
1
名
を
代
表
幹

事
と
し
、
幹
事
総
数
の
過
半

数
の
議
決
に
よ
り
選
任
す

る
。
た
だ
し
、
代
表
幹
事
の

職
を
解
任
す
る
と
き
は
、
幹

事
総
数
の
3
分
の
2
以
上
の

議
決
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

3
代
表
幹
事
の
職
務
を
助
け
る

た
め
、
副
代
表
幹
事
1
名
を

置
く
こ
と
が
で
き
る
。
副
代

表
幹
事
の
選
任
、
解
任
に
つ

い
て
は
前
項
を
準
用
す
る
。

【
幹
事
の
選
任
】

●
第
7
条　

　

幹
事
は
、
次
の
各
号
に
定
め

る
各
事
業
所
の
各
部
門
ご
と

に
定
め
た
数
と
し
、
各
部
門

か
ら
相
当
な
方
法
で
あ
ら
か

じ
め
推
薦
さ
れ
た
者
の
う
ち

か
ら
総
会
に
お
い
て
選
任
す

る
。
た
だ
し
、
労
働
基
準
法

第
41
条
第
2
号
に
定
め
る
者

は
幹
事
と
な
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

　
穂
積
事
業
所

（1）
法
学
部 

1
名

（2）
経
営
学
部 

1
名

（3）
保
健
医
療
学
部 

1
名

（4）
歯
学
部（
朝
日
大
学
病
院
に

併
任
さ
れ
て
い
る
医
系
教
育

職
員
を
除
く
） 

2
名

（5）
事
務
局
各
部（
病
院
事
務
部

を
除
く
。）事
務
職
等 

5
名

（6）
教
職
課
程
セ
ン
タ
ー 

１
名

（7）
留
学
生
別
科 
１
名

（8）
歯
科
衛
生
士
専
門
学
校 
１
名

　
医
科
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー
事
業
所

（1）
医
科
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー
医

療
職 

2
名

（2）
医
科
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー
事

務
職
等 

1
名

　
朝
日
大
学
病
院
事
業
所

（1）
朝
日
大
学
病
院
に
併
任
さ
れ

て
い
る
歯
学
部
医
系
教
育
職

員 

1
名

（2）
朝
日
大
学
病
院
医
療
職 

2
名

（3）
朝
日
大
学
病
院
事
務
職
等 

2
名

【
監
査
委
員
の
選
任
】

●
第
8
条　

　

監
査
委
員
は
、
本
会
の
会
員

で
、
幹
事
会
に
お
い
て
推
薦

さ
れ
た
者
の
う
ち
か
ら
総
会

に
お
い
て
選
任
す
る
。

【
代
表
幹
事
等
の
任
務
】

●
第
9
条　

　

代
表
幹
事
等
の
任
務
は
次
の

と
お
り
と
す
る
。

（1）
代
表
幹
事
は
、
本
会
を
代
表

し
、
会
務
を
統
括
す
る
と
と

も
に
、
各
事
業
所
に
つ
い
て

第
4
条
第
1
項
第
3
号
の
任

務
を
行
う
。

（2）
副
代
表
幹
事
は
、
代
表
幹
事

を
補
佐
し
、
代
表
幹
事
に
事

故
あ
る
と
き
は
そ
の
任
務
を

代
行
す
る
。

（3）
本
会
に
、
庶
務
、
会
計
を
担

当
す
る
た
め
、
幹
事
会
の
選

任
に
よ
り
庶
務
幹
事
、
会
計

幹
事
を
各
2
名
置
く
も
の
と

す
る
。

（4）
監
査
委
員
は
、
本
会
の
業
務

監
査
及
び
会
計
監
査
を
行
う
。

【
幹
事
会
】

●
第
10
条　

　

本
会
に
、
幹
事
を
も
っ
て
組

織
す
る
幹
事
会
を
置
く
。

2
幹
事
会
は
、
次
の
事
項
を
審

議
す
る
。

（1）
総
会
に
提
案
す
る
事
項

（2）
総
会
で
決
議
さ
れ
た
事
項
の

執
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項

（3）
会
員
資
格
の
審
査

（4）
そ
の
他
本
会
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
必
要
な
事
項

3
幹
事
会
は
、
代
表
幹
事
が
招

集
し
、
そ
の
議
長
と
な
る
。

4
幹
事
会
は
、
過
半
数
の
幹
事

が
出
席
し
な
け
れ
ば
会
議
を

開
き
、
議
決
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

5
幹
事
会
の
議
決
は
、
出
席
幹

事
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否

同
数
の
と
き
は
議
長
の
決
す

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

【
支
部
幹
事
会
】

●
第
11
条

　

幹
事
会
の
も
と
に
、
各
事
業

所
毎
に
支
部
幹
事
会
を
置

く
。

（1）
支
部
幹
事
会
は
、
各
事
業
所

に
お
け
る
第
7
条
各
号
に
定

め
る
各
部
門
か
ら
選
任
さ
れ

た
幹
事
に
よ
り
構
成
す
る
。

（2）
幹
事
会
は
、
各
事
業
所
の
み

に
関
す
る
と
認
め
ら
れ
る
事

項
に
つ
い
て
は
、
支
部
幹
事

●
第
23
条

　

本
会
は
、
会
員
相
互
の
親
睦

を
深
め
る
た
め
、
諸
行
事
を

実
施
し
、
幹
事
会
の
認
め
た

同
好
会
活
動
を
支
援
す
る
。

2
前
項
の
諸
行
事
及
び
同
好
会

活
動
そ
の
他
本
会
の
運
営
に

関
し
、
本
会
は
本
学
か
ら
助

成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
す
る
。

【
雑
　
則
】

●
第
24
条

　

こ
の
会
則
に
定
め
る
も
の
の

ほ
か
、
必
要
な
事
項
は
別
に

定
め
る
。

【
附
　
則
】

　

こ
の
改
正
は
、
２
０
１
９
年

7
月
26
日
か
ら
施
行
す
る
。

ながら会　幹事ながら会　幹事

朝
日
大
学
職
員
協
議
会

櫻井　　学
（歯学部 歯科麻酔学分野）

滝川　俊也
（歯学部 口腔解剖学分野）

新津　和典
（法学部）

林　　卓史
（経営学部 ビジネス企画学科）

尹　　熙喆
（保健医療学部 健康スポーツ科学科）

山下廉太郎
（教職課程センター）

藤田裕一郎
（留学生別科）

山田小枝子
（歯科衛生士専門学校）

香田友美恵
（事務局 学事部図書館事務課）

中尾　章江
（事務局 学事部学事一課）

小川　伸也
（事務局 総務部総務課）

川上　健一
（事務局 入試広報部入試広報課）

和田　一徳
（事務局 就職支援部就職支援課）

小松　弘枝
（事務職等 医科歯科医療センター事務課）

島津　恵子
（看護部）

土蔵　明奈
（歯科衛生部）

今泉　佳宣
（教育職 整形外科）

岩田佳代子
（医療職 薬剤部）

川久保砂奈江
（看護部）

近藤　初美
（事務職等 医事一課）

伊藤由紀子
（事務職等 医事二課）
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